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春が近づいてきました                  

立春が過ぎました。まだまだ寒いですが、春の訪れも

目にする季節になりました。学校の梅の木にかわいい

白い花が咲き始めました。通学路では、タンポポが花を

咲かせていました。春の足音が近づいてきています。 

学校では、マラソン記録会や大繩大会に取り組んでいます。 

また、お忙しい中参観にご参加いただきました保護者の皆様、寒い中ありがとうご

ざいました。子どもたちも、ここぞとばかり力を入れてがんばっていました。（学級

休業で参観ができなかったクラスにつきましては、児童が揃った時点でオンデマン

ドでの配信を予定しています。） 

しかし、３年ぶりのインフルエンザ疾患による学級休業が増加し、豊中市でも新型

コロナウイルスよりもインフルエンザ A の罹患が多いようです。本校でも学級休業

が出ています。風邪症状がある場合は、病院での受診をお願いします。 

 そして、6 年生はいよいよ卒業式まで後 24 日しか登校日がありません。２月は、

それぞれの教科のまとめの学習やキャリア教育などの出前授業が多くなります。中

学校への大切な準備期間です。一日一日を大切に過ごしてほしいと思い

ます。 

いじめの全校朝会 

2 月の全校朝会は「いじめ」の朝会でした。生活指導の先生からスライドを見なが

らお話を聞きました。現在のいじめの定義は、 

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的

関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて

行われるものも含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じている

もの。」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。「いじめ」の中には、犯罪行為と

して取り扱われるべきと認められ、早期に警察に相談することが重要なものや、児童生徒の生命、

身体又は財産に重大な被害が生じるような、直ちに警察に通報することが必要なものが含まれる。

これらについては、教育的な配慮や被害者の意向への配慮のうえで、早期に警察に相談・通報の

上、警察と連携した対応を取ることが必要である。【文部科学省 HP いじめ防止対策推進法 より抜粋】 

左記の文章は、文部科学省の「いじめ防止対策推進法」の施行に伴い定義されました。 

この法律に則り、子どもたちには具体例をあげながら説明しました。 

・いじめは、絶対に許されないこと 

・相手が嫌だと感じたらいじめになること 

・傍観者もいじめの加害者になること 

傍観者がいじめの加害者になることは、知らない児童も多く、驚きと「私もいじ

めをした人になる。」と感想に書いている子どもたちもいました。 

先日、教室でこんな場面に出くわしました。 

ある児童が友だちに嫌なことをしていました。「どうしてこんなことをするの？」

と聞くと、「おもしろいから。」子どもの感覚に驚きを感じました。自分はされると

嫌だけど、相手にするのはよい。と考えているようです。相手の気持ちを感じ取れな

いことは、今後の子どもたちの成長に大きな悪影響を及ぼすのではないかと危惧し

ます。今は、SNS を低学年でも使い、いじめが表面化せずに地下に潜っているという

話も聞いています。子どもたちの健やかな成長のためにも豊かな感情を持ち、人の痛

みのわかる人間になってもらいたいです。 

学校でも人権教育の推進に力を入れていきます。おうちでもお話をしていただけ

るとありがたいです。 

 

児童の感想   

 

・１番だめなことはもちろんいじめをしている人

もだめですけど、見てそのまますどおりしてい

るのもだめだと思います。 

・いじめはやってはいけないはんざいだとあらた 

 めて思った。 

・やられているがわはかなしんでいるのにいじめ

たがわは、えがおで生活をたのしんでいてすごいいやだなと思いました。 

・小さいころ、わざとものを投げられたことがあって、そのときは、いたくて苦しいな。と思

っていた。そしたら、まわりの子が「やめてあげて」といってくれてとても安心した。 

・いじめているのは、力が強いと思っているひと。いつもいじめがチクられても先生はしかる

ことをするものの、それをいやに思うやつらがチクった人をいじめる。いじめた人にしかっ

ても、つづける人もいるから、たすけようとするといじめられるからぼうかんしゃが増える

のだと思う。 

・いじめはきっと地球からはなくならないが一人一人が意識すると一個でも減ると思う。自分

には一人でかかえこんでいる子を見つけなやみをきいてあげることができると思う。 
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